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標的 α 線治療用の核種として注目される Ac-225 を、Ra-226 と電子線形加速器を利用して生成するための 

原理実証を進めている。今回、Ra-226 ターゲット容器を改良し、メッキ試験と熱耐久試験を実施した。 
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1. 緒言 

固体 Ra-226 を電子線形加速器で照射するためのターゲットシステムの開発を進

めている。照射による放射化を考慮し基板材料は Al とし、照射ターゲットである

Ra-226 の固定には電気メッキ法を採用した。 

 

2. 金メッキターゲットの検討 

従前の検討で Al メッキ基板へ Ba を電着すると、Al 表面に腐食が観察された。

そこで、Al 基板に対して Ni および Au メッキを施し、安定した電着の再現と

不純物の溶出を抑制する設計を考案した(図 1)。予備検討として Ra-226 を代

替する Ba を用いた評価を行い、Au メッキ表面の腐食が無いことを確認した。 

 

3. 照射容器温度の実測と熱計算 

東北大 ELPH にて、ビームエネルギー30 MeV, ビーム電流 70 μA の条件下

で、照射中の容器表面温度を熱電対で測定した。Al の融点 660℃に対し、照

射開始 4 時間経過時点での温度は 228℃となった。実験体系を PHITS と ANSYS

で評価したところ(図 2)、熱伝達係数を 55.6 W/(m2•K)にすることで、温度上昇

が実験値と合致した。 

 

4. 今後の予定 

Ra-226 を用いた本試験を 2021 年度後半に予定しており、Ac-225 生成量や Ra-226 再回収効率、不純核の定

量測定を行い、光核反応による Ac-225 製造実践のための基礎検討を進めていく。 
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図 1 開発中の金メッキターゲット 

図 2 ANSYS による熱計算結果 
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